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後藤友梨子 (京都大 ･院 ･理)
テナガザルとチンパンジーの二足歩行のキネマテイクスデータを多数例集め,ヒトと比較した場合
のそれぞれの特徴を明らかにすることを目的として,分析を行なった.
4歳と5歳のテナガザル2ilqtと3歳のチンパンジー1頭を,実験室に設置した枚の上を二足歩行さ
せ,2台のデジタルビデオカメラで同時に撮影した.ビデオフレームごとに標識点 (fI'川菅,股I那市剛 広
中心,膝関節回転中心,排骨外果,第五中足骨頭)をデジタイズし,各標識点の矢状面での座標を打出
し,1歩行周期ごとの股関節,膝関節,足関節の角皮の経時変化を得た.
比較の結果,歩行周期はテナガザル(0.66･0.70秒)よりチンパンジー(0.83秒)の方が長く,速度につ
いては前者が後者より速くその分散も大きかった.
足関節においてはヒトも類人猿も関節角度の変化域はほぼ同じだったが,テナガザルに比べヒトと
チンパンジーは比較的類似した変化パターンを示し,特にheelstrikeを行なう接地TlfI後で共通する.
膝関節はヒトに比べ柳人猿は常に軌山位にある.テナガザルでは,スタンスWJ後半に関節が伸展す
る点でヒトと似るが,股関節点の上下方向の変動を見るとヒトとは位相がずれていて,テナガザルはチ
ンパンジーの方に機能的に類似する.
股関節でも,ヒトに比べて類人猿は屈曲位にあり,＼またヒトが歩行周期全体を通して角皮変化する
のに対し,その変化時問の割合も少ない.また,最大伸展は類人猿ではテナガザルのほうが大きかった.
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